
日光市放射能汚染分布 
2011.10.03-12調査/日光市 

測定地上 50cm 
マイクロシーベルト/以上～未満 

 

0.1未満     1 ヶ所   0.2%
0.1～0.2 155 ヶ所  28.8%
0.2～0.3 187 ヶ所  34.8%
0.3～0.4 152 ヶ所  28.3%
0.4～0.5  30 ヶ所   5.6% 
0.5～0.6  10 ヶ所   1.9%
0.6～0.7   2 ヶ所    0.4% 
0.7～0.8   1 ヶ所    0.2% 

  

赤１０～３０万,黄6～１０万 

緑3～6万、紺1～３万 

水色～１万 ベクレル/㎡ 
 

地表面セシウム汚染地図

2011.0８．０２現在換算値 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉２０１２.０６.１５//no.３３ 
 

 

❑ 政府の放射能除染基準//毎時０.２３μSv ❑ 
〈日常生活で８時間以上屋外活動禁止が前提、* など〉 

❏栃木県原発崩壊前//0.0３８～0.0４４μSv/h❏ 
 

 
 

〈News〉日光市は｢水｣も｢空気｣も｢食べ物｣も安全でした〈日光安全だった宣言〉 
 

❑日光産汚染。永年生牧草//９点検査中７点、基準値 100 ベクレル超え。高汚染
796.1Bq、678.0Bq、551.1Bq・・・。利用自粛。人の食べるものは市内１点検査！？ 
 

❑汚染「タケノコ」//日光、大田原、那須塩原、那須に続き、矢板が出荷停止。 
❑中禅寺湖//汚染の魚釣りを継続とは？ 海外から見れば不思議な狂った光景！！ 

❑汚染「梅」/大田原110Bq（06.06）。梅は汚染されやすい。日光も気をつけたい。 
 

❑福島県双葉町長は、双葉郡８町村で、住民の帰還を判断する被ばく線量の独自基

準をつくる方針。年間『1 ミリシーベルト未満』の考えを示し、「低線量被ばくでは（健康
被害を）発症しない、と外部の人に言われたくない。我々自身が決定して進まないとい

けない。発症させない取り組みをする必要がある」と述べた。〈06.10毎日〉 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

❖チラシ・バックナンバー見られます//PDF http://atsugichild.web.fc2.com/ 
〈日光・放射能から子どもを守る会〉tel・０２８８‐２６‐０１３０//nairamdal-1871@dream.jp 

 
 

 子どもたちの被ばく線量調査‐２  
 

誤魔化しで固めた「放射能安全神話」 
 

放射線量を低く見せるトリック！  
 

〈mSv＝ミリシーベルト、μSv/h＝毎時マイクロシーベルト〉 
 
  前号では、１～３月の２カ月間、

子どもたち３０５４人の放射線被

ばく累積測定結果と、県有識者

会議の最初から「安全宣言」のた

めの姿勢を紹介しました。 

  この結果は、子どもが成人より

２～５倍敏感で、低線量被ばくで

の健康被害の危険性の可能性

があります。今回は、県の誤魔化

しで固めた「放射能安全神話」を

見ます。 

 
❑〈低い放射線量に見せかけトリック－１〉累積線量、小数点２位は信頼性なし！？ 
  表の累積線量分布//0.1mSv未満、0.1mSv、0.2・・・//とは？ では、0.08mSvは？

0.15は？0.21？は、どこに入りますか。正解は、0.1、0.2、0.2です。理解できますか。県

担当者は、「業者は小数点第 2位が信頼できないと、四捨五入で小数点第 1位の表

示」です。数人から測定の不備があったと些細な理由。個々の数値は秘密です。 

❑〈低い放射線量に見せかけトリック－２〉最も低い累積線量が最多に？！ 
  累積線量の分布で最も低い層、0.1未満が最多の 45.3％と強調です。県は、子ども
の施設が 0.15μＳｖ/ｈ以下の佐野市、下野市、市貝町の検査対象を計 911 人（30％）
と多く選びました。さらに、下野市、市貝町は、最も線量の低い施設の子にしました。 
❑〈低い放射線量に見せかけトリック－３〉公表線量は茨城自然放射線量－0.09mSv 
  公表の数値は、累積値から茨城の自然放射線量 0.09mSv を引きました。「業者が
栃木の数値が無い」との理由。しかし、文科省放射線計測協会は、茨城 0.059mSv、
栃木0.054、全国平均0.06の数値があります。うまく累積線量を0.03mSv下げました。 

 

日光市の該当するゾーンは？  
❑チェルノブイリ・ゾーン ❑〈1999.ナスビット論文より〉 

 ① 移住義務ゾーン 5mSv/年以上 

 ② 移住権利ゾーン 1 mSv/年以上 

 ③ 放射能管理強化ゾーン 0.5 mSv/年以上 
  

   ②移住を希望すれば資金など支援。 
    ③厳重な放射能汚染対策を実施する地域。 
❖年１mSv/時0.114μＳｖ/公衆被ばく限度基準/ICRP 
*内部被ばく含まず、成人対象/妊婦、乳児など敏感無視 
 

２カ月累積線量 単位/ミリシーベルト 
れ市町名 

0.1未満 0.1 0.2 0.3 0.4 
総計 

佐野市 337     337 

鹿沼市 130 25    155 
日光市 79 281 4   364 
大田原市 37 217 9 1  264 
矢板市 117 170 3   290 
那須塩原市 5 333 224 35 3 600 
塩谷町 102 121    223 
那須町 2 159 80 5  246 
下野市 296     296 

市貝町 278 1    279 

1383 1307 320 41 3 3054 
総 計 

45.3％ 42.8 10.5 1.3 0.1 100％ 
 脱原発１０００万人署名に協力ください!!   

 

集約/６月１２日 ７４８万１３５２人//❖署名継続！まだの方、ぜひ考えてください❖ 

 放射能は危険  放射能汚染地帯で生活続けるチエ  
 

❑全食品、食材の検査が大事です。行政の責任でやるべきです。 

    基準値以下でも、特に、子ども、女性、若者には食べさせない。汚染ゼロを! 

    食べるものは、汚染されていない県、地域のものに心がけましょう。 

    同産地、同じ食品は食べ続けない。全ての放射線量測定をして安全が確認で

    きない中では、汚染されるものを食べ続けないためのチエです。 

❑うららかな春。花壇、家庭菜園、楽しみですが土は汚染されており避けたいです。 

    もし、やるとすれば、手袋、マスクをしてください。終わった後は、よく手を洗い、

    うがいをしましょう。服や靴の土・ほこりなどを取ってください。 

❑放射能の危険から子どもを守る//高い線量の所には近づかない。マスクをする。 

 「保養」「一時避難」「疎開」「移住」など考える。相談体制を検討。行政の支援要求。

http://atsugichild.web.fc2.com/
mailto:nairamdal-1871@dream.jp


 雪解け水で 井戸水が心配！ 日光市は個人の問題と！  
 

「横浜市民測定所」の協力で安全確認！ 
 

やっと、日光市測定所で井戸水の検査可能に！ 
 
 

  先日、「水道と併せて、井戸水を使っていますが、雪解け水で放射能汚染を心配し

ています。日光市はやってくれないので、どこか紹介してほしい」との相談がありました。

以前にも、チラシ配布先で同じような話しを聞き、「検査は高額（１万円以上）なのであき

らめていましたが、知人を通じて検査をしました」との声です。 
  私たち「日光-放射能から子どもを守る会」は、今回、沢水の相談に、『横浜市民測

定所』（＊）に検査を頼むことができました。そして、２時間以上もかけて、ていねいに測

定していただき、汚染されていないきれいな水であることが分かりました。相談者もホッ

とました。〈セシウム137/測定値限界0.80ベクレル以下、セシウム134/0.00ベクレル〉 

  しかし、沢の底には、放射性物質が溜まっている可能性があります。 

  なぜなら、日光では、土壌汚染、空間線量汚染、野生の動物、山菜、農産物、川魚

など汚染されています。水道水の検査は、検査限界値以下ですが、汚染ゼロではあり

ません。浄水場の発生土、下水の汚泥、湖底、川底など汚染されています。 

  井戸水を２次的に使って生活している家族には、自然水が貴重です。本来、東電の

責任です。そして、日光市は市民の健康を守る責任があり、個人の問題にすべきでは

ありません。なぜ、日光だいや川公園内の日光ブランド情報発信センター放射線検査

室を利用できないのでしょうか。 
  私は、今回の依頼のあった沢水の検査後、日光市に井戸水も検査できるように申し

入れをし、やっと（06.12）可能になりました。 

  放射能汚染地帯で健康で生き抜くチエ-２   
 

新じゃがは、包丁で皮をむきましょう！ 
 
 

  セシウムは、水に溶けることから、野菜などは、水にさらす（漬けておく）、塩水、酢水

にさらすなどすれば、水に溶けだします。もちろん、これらの水、塩水、酢水は捨てて、

改めて、水洗いします。 
  新じゃが、新人参の美味しい季節は、放射能など関係なければ、よく洗ったままで、

皮ごと食べることが珍しくありませんし、美味しい季節ものです。しかし、日光をはじめ汚

染地帯のものは、家庭菜園のものも、包丁でちゃんと皮をむくことが必要です。 
  よく、お茶の汚染も気になります。お茶を入れる際は、一煎目を捨てる。お茶の葉を

洗うようなものです。これで、随分違うとのことです。 
  もし、牛乳が汚染されているとすると、バター、チーズなどに加工することで、放射性

セシウムが 1/10～1/4に減少することができます。また、ヨーグルトの上澄みの透明な

液体は、乳清（ホエー）といって、放射性物質セシウムは水溶性で解けている可能性が

ありますから、これからは飲まずに捨ててください。参考「自分と子どもを放射能から守るには」他 
 

  〈放射能の危険!〉 見たり聞いたり話したり   
 

チラシ配布〈最近の様子〉みんな放射能汚染が心配！隣の人と話そう！ 
 

❖春になって山菜の汚染が次々と明らかになる中で、多くの人は身近な生活で日光が

放射能汚染されていると強く感じています。さまざまな汚染への心配の声です。 
❖しかし、ほとんどの人が放射能汚染を心配していても、声が表に出てきません。それ

は、隣の人と話をしていない。一緒に働いている人と話しをしない社会になっているか

らのようです。ぜひ、身近な人と話してください。 
 

❖励まし、支援、線量の相談、子どもの心配などの電話が少しずつ増えてきています。 
❖少ないですが、店や職場にチラシを置いてくれるところが出てきています。 
❖店の小さな掲示板にチラシをピンでとめてくれているところもあります。 
❖チラシを近所にまいてくれると言う人が数人出てきています。 
❖知人にチラシを渡したいと持って行ってくれる人が数人いました。 
 
 

 

 

風が吹くときは 

マスクをしよう!! 
 

布団干し、洗濯物は室内で 
 

 

 

風の吹く日は、地表の放射性物質をまきあげ、

それを吸い込み、内部被ばくの危険が高まりま

す。屋外スポーツでも！布団・洗濯物に放射性

物質が付いては困ります。チョッと叩いて取り

込みを！新たな日常生活の心がけの習慣を！ 
 

❑横浜市民測定所❑  http://www.ycrms.net/ 
  昨年１１月、私たちは、「横浜市の修学旅行を考える会」と、お互いの子どもた

ちを守るためにつながりました。その後、「日光‐放射能から子どもを守る会」は、横

浜の仲間たちから大きな支援をいただいています。 

  そして、この横浜市民は、「汚染された食品をとり続けると、１０年、２０年後に健

康被害が起こりうることが、研究機関により指摘されています。特に子どもには影響

が大きいのです。そのため食品の汚染がどのくらいなのかを知ることが必要になり

ました。」と、『横浜市民測定所』を開設しました。 

  また、一次産業を守ることは必須と考え、農家向けには土壌と農作物のセットで

測定することも受け付けています。 

  被災地の子ども達の保養所「久米島保養プロジェクト」に賛同し寄付していま

す。未来の福島子ども基金、DAYS JAPANより測定器を寄贈していただきました。

より一層信頼される市民による測定所を目指し、公平・中立・公正である努力をし

ています。ボランティアベースですが事業所登録もしました。 

 日光市は放射能汚染地帯！  〈雨どい地上 1cm〉-９ ❑森 友❑(2～4月) 
 

  ＊Ａさん宅   毎時１．８６４マイクロシーベルト   ＊Ｉさん宅   ０．９８３μＳｖ/h 

  ＊Ｊさん宅（５月新築） ０．０９２μＳｖ/h      ＊Ｍさん宅  ０．８２２μＳｖ/h 

http://www.ycrms.net/

